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革新的な医薬品を待ち望む患者さんに一日でも早く届ける



「国民皆保険の持続性」と「イノベーションの推進」のジレンマ

少子高齢化・人口減少社会

イノベーションの衰退

支え手の減少
経済成長力の低下

財政圧迫

健康の悪化
健康寿命の短縮

医療の質の低下 医療現場の疲弊

医療費の圧縮



ライフ・サイエンス・イノベーションにより
エンジェルサイクルに転換

社会保障費用・
社会負担の軽減

新薬
イノベーション

医療費負担
の改善

疾病の治癒
健康寿命の延伸

労働人口増加

ライフサイエンス
プラットフォーム

の構築
経済効果

上昇

税収の
増加



広く国民の理解・支持が必要

今、デビルサイクルとエンジェルサイクルの岐路にある

単年度の対応ではなく、抜本的で中長期的な施策が必要



我々の活動の中核である研究開発活動について、
研究者からその実情をお伝えしたい。

一方で、製薬産業・製薬企業の事業活動は
殆ど知られていない。

この思いは、日・米・欧とも同じ



産業理解の推進

製薬協・ ・ 共催の
朝食勉強会を開催

「創薬研究の実情とイノベーションの貢献」

一層の産業理解に向けた積極的発信

主に厚生労働、文部科学、経済産業分野に携わる
政策立案者の方々（与党）に、
革新的医薬品の研究の現状や諸課題、患者さんの
健康や生活への貢献等について第一線で活躍する研
究者の「生の声」を直接伝えることで理解を深める。




